
2025 年 1 月 26 日 
午前 10 時 30 分 

 

降誕節第 5 主日                 No. 4 
 

主日礼拝   

 

前奏 「ガリラヤの風 (494 番)」 

（F.ペータース） 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞 

「神はわたしたちの避けどころ、わたしたちの砦。 

苦難のとき、必ずそこにいまして助けてくださる。 

わたしたちは決して恐れない 

地が姿を変え 

山々が揺らいで海の中に移るとも 

海の水が騒ぎ、沸き返り 

その高ぶるさまに山々が震えるとも。」 
             (詩編 46：2～4) 

 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

リタニー 「新しい年のリタニー」 
 

司式者：神さま、一年の最初の月に 

会 衆：神さまを賛美します。 

司式者：私たちが、歩いて行く道を 

会 衆：神さま、てらしてください。 

司式者：みんなが、笑顔ですごせるよう、 

会 衆：神さま、助けてください。 

司式者：みんなで助け合って、 

一人一人を大切にできるよう 

会 衆：神さま、守ってください。 

司式者：一年間、神さまと共に歩みます。 

みんな：神さま、今年も私たちと 

いっしょにいてください。 

アーメン 
 
 
 
 

 

賛美 4-3,5「世にあるかぎりの」 

 
 

祈祷 
 

献金 

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



聖書 マタイによる福音書 4:12～17 新約(新共同訳) p5 
 

12イエスは、ヨハネが捕らえられたと聞き、ガリ

ラヤに退かれた。13そして、ナザレを離れ、ゼブ

ルンとナフタリの地方にある湖畔の町カファルナ

ウムに来て住まわれた。14それは、預言者イザヤ

を通して言われていたことが実現するためであっ

た。 

15「ゼブルンの地とナフタリの地、 

湖沿いの道、ヨルダン川のかなたの地、 

異邦人のガリラヤ、 

16暗闇に住む民は大きな光を見、 

死の陰の地に住む者に光が射し込んだ。」 

17そのときから、イエスは、「悔い改めよ。天の

国は近づいた」と言って、宣べ伝え始められた。 

 

賛美 524「われら み名により」 

 

 
 

 

説教 「福音の出発点」 

 
 
 
 
 
 
 

賛美 419「さあ、共に生きよう」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 

 

 

 

後奏 「われらは 皆､ 一なる神を信ず」 

（F.ペータース） 

 

 

司 式   山野上 純子 

説 教    向井 希夫牧師 

奏 楽   玉理 照子 
 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 


